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今
、
神
山
岡
田
地
区
の
水
串
ガ
近
代
的

な
汎
用
化
曲
展
開
地
と
し
て
註
り
つ
つ
あ
り

中
小
吋
uJ

。
こ
れ
は
¥
澗
沼
周
辺
部
の
低
湿
地
帯
に

あ
る
同
地
区
ガ
¥
開
田
の
古
い
藍
里
を
も

ち
な
ガ
ら
未
整
構
で
あ
つ
だ
だ
め
¥
長
い

間
¥
用
水
不
足
や
湿
田
状
態
に
悩
ま
さ
れ
¥

非
能
力
的
な
営
農
を
強
ら
れ
な
ガ
ら
新
ら

し
い
農
業
情
勢
へ
の
対
的
に
苦
慮
し
て
い

疋
わ
け
で
す
ガ
¥
今
口
県
営
ほ
場
整
備
事

π

業
の
対
象
と
な
り
¥
昭
和
田
茸
度
か
ら
の

5
ヶ
年
継
続
事
業
と
し
て
土
地
改
畏
事
業

を
行
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

事
業
実
施
か
ら

2
ヶ
年
を
経
過
し
た
現

在
¥
機
場
や
謂
整
油
¥
道
路

(
2間
〉
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
(
4
h
M
)

排
水
蕗
(
叩
畑
)
等
の
建

設
と
第
一
工
区
(
加
同
〉
の
毘
画
整
理
や
土

壌
改
良
ガ
完
成
し
ぎ
し
た
。
引
き
続
き
¥

第
二
工
区
(
お
同
〉
、
第
三
工
区

(
m
M
)
へ

と
事
業
ガ
進
め
ら
れ
¥
昭
和
問
年
度
で
総

て
の
工
事
ガ
完
成
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。完

成
後
は
¥
田
畑
輔
換
ガ
で
き
る
生
産

性
の
高
い
¥
近
代
的
な
汎
用
農
用
地
と
し

て
生
れ
か
わ
る
こ
と

C
な
り
、
生
産
性
の

向
上
や
農
地
の
高
慶
利
用
¥
干
・
冷
害
時

に
お
け
る
安
定
的
な
生
産
の
確
保
等
々
¥

大
き
な
利
点
ガ
期
待
さ
れ
て
い
ま
ず
。
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目
的
で
あ
る
。

も
減
少
し
、
隣

人
関
係
が
希
薄

と
な
り
地
域
の

連
常
感
を
喪

失
、
弱
化
さ
せ
、

そ
の
教
育
カ
の

低
下
を
も
た
ら

し
て
い
る
現
状

で
あ
る
。

こ
の
た
め
児

業
生
徒
は
も
と

よ
り
、
町
民
の

日
々
の
家
庭
生

活
や
、
社
会
生

活
の
中
で
、
ま

た
、
諸
会
合
や
、

あ
ら
ゆ
る
触
れ

合
い
を
と
お
し
、

心
を
合
わ
せ
連

帯
感
を
深
め
た

そ
し
て
本
町

さ
ら
に
は
日
本

の
独
自
の
文
化
や
伝
統
を
尊
重
し
、
郷

土
を
愛
す
る
心
を
養
い
、
あ
わ
せ
て
国

際
性
の
養
成
を
図
る
。

以
上
に
よ
り
地
域
の
教
育
目
標
と
し

八
日
の
教
育
委
員
会
に
提
案
し
審
議
可

決
さ
れ
、
こ
こ
に
長
年
の
懸
案
で
あ
っ

た
大
洗
町
教
育
自
擦
が
制
定
い
た
し
ま

し
た
。

第171号 (2)

窟

定
く
ま
し
い

ω血
舗
を
き
た
え
、

思
い
や
り
の

ωを
膏
て
る

の

間

自
民
年
金
の
保
険
料
が
四
月
か
ら

月
額
七
、
一

O
O
丹
に
な
り
ま
す

こ
れ
か
ら
の
変
動
の
社
会
に
生
き
る

人
聞
の
条
件
と
し
て
欠
か
せ
な
い
の
は
、

こ
の
変
動
に
前
向
き
で
積
極
的
に
対
応

し
て
い
く
人
間
と
し
て
の
バ
イ
タ
リ
テ

ィ
ー
(
活
力
)
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
人

関
と
し
て
の
た
く
ま
し
さ
を
育
て
る
重

要
性
が
注
包
さ
れ
る
。

こ
の
た
く
ま
し
さ
は
、
か
ら
だ
の
た

く
ま
し
さ
と
、
そ
の
土
台
の
上
に
立
つ

心
の
た
く
ま
し
さ
か
ら
成
り
立
つ
。

心
の
た
く
ま
し
さ
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
を
「
根
生
」
と
か
「
が
ん
ば
り
」
と
い

う
よ
う
に
狭
く
解
釈
せ
ず
、
例
え
ば
、

主
体
性
(
自
主
性
)
、
自
律
性
、
創
造

性
、
柔
軟
性
、
協
調
伎
な
ど
を
含
む
も

の
と
し
て
広
く
と
ら
、
え
た
い
。
こ
の
場

合
、
い
じ
め
等
今
日
の
情
況
か
ら
し
て

特
に
「
思
い
や
り
の
心
」
を
大
き
く
取

り
上
げ
た
い
。

ひ
と
り
ひ
と
り
の
宵
能
性
を
高
め
バ

豊
か
な
人
間
性
を
つ
ち
か
う

こ
の
た
び
、
大
洗
町
教
育
呂
標
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
定
方
針
及
ぴ
教
育
目
襟
の
内

容
に
つ
い
て
は
、
そ
の
基
底
と
し
て
「
不

易
な
る
も
の
」
と
「
時
代
性
な
る
も
の
」

と
か
ら
な
り
、
ま
た
、
教
育
基
本
法
の

精
神
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
の
趣
旨
、
本
県
教
育

口
出
襟
と
本
町
町
民
憲
章
の
方
針
及
び
本

町
施
政
方
針
の
動
向
を
ふ
ま
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

先
般
、
田
口
教
育
長
よ
り
町
小
中
学

校
長
会
(
宮
崎
進
会
長
)
に
対
し
省
の

方
針
を
充
分
協
酌
の
う
え
、
本
町
教
育

臼
標
の
原
案
作
成
を

諮
問
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
開
校
長

会
で
は
他
市
町
村
の

教
育
目
標
の
調
査
研

究
を
行
い
、
ま
た
、

筑
波
大
学
教
授
、
高

久
清
士
口
先
生
の
意
見

を
伺
、
つ
な
ど
数
閣
に

わ
た
り
研
修
、
会
議

を
重
ね
今
回
答
申
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
ま

す。
そ
の
後
、
本
答
申

は
、
昨
年
十
ニ
月
十

国
民
年
金
の
保
険
料
が
今
年
の
四

月
か
ら
月
額
七
、
一

O
O円
に
な
り

ま
す
。由

民
年
金
制
度
は
私
た
ち
が
年
を

と
っ
た
と
き
、
ま
た
、
思
わ
ぬ
け
が

や
病
気
で
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
な

ど
に
、
年
金
を
支
給
し
て
生
活
の
安

定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り

ま
す
。な

お
、
今
回
の
年
金
制
度
の
改
正

に
よ
り
、
国
民
年
金
は
ニ

O
歳
以
上

必
ム
ハ

O
歳
未
満
の
厚
生
年
金
保
険
な
ど

の
加
入
者
と
そ
の
奥
さ
ん
も
含
め
て

す
べ
て
の
人
が
加
入
し
て
、
全
国
民
に

共
通
の
基
礎
年
金
を
支
給
し
よ
う
と
す

る
制
度
に
変
わ
り
ま
す
。

老
後
の
生
活
を
支
え
る
大
切
な
年
金

を
よ
り
健
全
な
も
の
に
し
て
い
く
た
め

に
も
、
保
険
料
を
引
き
上
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
わ
け
で
す
。

な
お
、
付
加
保
険
料
を
納
め
て
い
る

方
は
、
月
額
(
七
、
一

O
O円
+
四
0
0

円
)
七
、
五
O
O円
と
な
り
ま
す
。

納
税
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、

保
険
料
の
引
き
上
げ
に
よ
る
積
立
金
の

増
額
な
ど
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
有
能
性
」
と
「
人
間
性
」
は
人
関
形

成
と
し
て
の
教
育
を
成
り
立
た
せ
る
二

大
支
柱
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
昔
か

ら
、
教
育
は
い
つ
で
も
、
一
方
、
人
間

の
各
方
面
に
わ
た
る
有
能
性
を
高
め
る

こ
と
、
他
方
、
人
間
性
を
豊
か
に
す
る

こ
と
を
二
大
目
的
と
し
て
掲
げ
て
き
て

い
る
。
し
か
し
、
教
育
の
歴
史
を
ふ
り

返
っ
て
み
る
と
、
実
際
に
は
、
し
ば
し

ば
、
こ
の
二
目
的
の
う
ち
、
有
能
性
の

方
に
だ
け
傾
い
て
人
間
性
の
教
育
が
後

退
す
る
と
い
う
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

特
に
、
今
日
、
こ
の
傾
向
が
目
立
っ
て

いる。そ
れ
ゆ
、
ぇ
、
改
め
て
、
「
有
能
性
」
と

「
人
間
性
」
を
人
間
形
成
と
し
て
の
教

育
の
両
輪
と
し
て
確
認
す
る
と
共
に
、

有
能
性
の
教
育
が
人
間
性
の
教
育
に
貢

献
す
る
形
で
、
こ
の
両
者
が
結
び
つ
く

こ
と
を
目
ざ
し
て
い
る
の
が
こ
の
壌
の

本
町
教
育
の
目
標

大
洗
町
教
育
委
員
会

ひ
と
り
ひ
と
り
の
有
能
性
を
高
め
、

豊
か
な
人
間
性
を
つ
ち
か
う

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
方
法
が

四
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

た
く
ま
し
い
心
身
を
き
た
え
、

思
い
や
り
の
心
を
、
育
て
る

t"¥ 

今
ま
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料

は
コ
一
ヵ
月
毎
に
年
四
回
(
四
月
、
七

月
、
十
月
、
二
月
)
の
納
付
方
法
で

し
た
が
、
今
回
の
年
金
制
度
の
改

正
に
よ
り
、
昭
和
六
十
一
年
四
月

か
ら
納
付
書
を
年
一
回
(
四
月
)
の
配

付
と
し
、
保
検
料
の
納
付
は
原
則

と
し
て
、
毎
月
納
付
(
都
合
に
よ
り

二
ヵ
月
分
、
ま
た
は
コ
一
ヵ
月
分
を

ま
と
め
て
納
め
て
も
さ
し
っ
か
、
え
あ

て
限
定
す
れ
ば
、
郷
土
愛
、
郷
土
の
連

帯
感
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
な
項
目
と

し
て
掲
げ
ら
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

り
ま
せ
ん
。
)
に
変
わ
る
こ
と
に
な
り
、
ま

し
た
。つ

き
ま
し
て
は
、
納
付
警
は
年
一

回
(
四
月
)
し
か
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
、
汚
損
し
た
り
紛
失
な
ど
の
な
い

よ
う
取
り
扱
い
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。く

わ
し
い
こ
と
は
役
場
年
金
係
(
電

話
六
七
i
五
三
一
内
線
五
三
)
に
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

連
帯
感
を
深
め
、

ら

連
帯
感
を
深
め
、

郷
土
を
愛
す
る
山
を
養
う

郷
土
を
愛
す
る
心
を
養
う
。

あ

都
市
化
の
進
展
に
よ
り
、
遊
ぴ
場
等

善
意
の
寄
関

あ
号
、
い
か
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

お

mm
正
さ
ん
の
ご
遺
志
に
よ
り
社
会
福
祉

に
役
立
て
て
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま

す。
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社
殿
よ
り
の

寄
附
は
、
福
祉
ヤ
ク
ル
ト
運
動
に
よ
る

も
の
で
あ
り
老
人
福
祉
等
の
在
宅
福
祉

に
役
立
て
て
と
い
、
つ
も
の
で
あ
り
ま
す
。

大
洗
町
商
工
会
青
年
部
殿
、
大
洗
青

年
会
議
所
澱
よ
り
の
寄
附
は
、
産
業
祭

や
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
オ
i
ク
シ
ョ
ン
等
の

売
上
金
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
福
祉
や

教
育
に
役
立
て
て
と
い
う
も
の
で
あ
り

ま
す
。町

社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
善
意
と
「
ま
ご
こ
ろ
」
を
生

か
し
、
老
人
福
祉
、
身
体
障
害
者
福

祉
、
母
子
福
祉
、
児
支
福
祉
等
、
地
域

福
祉
活
動
の
推
進
を
は
か
り
、
「
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
」
に
努
力
し
て
い
く
考

え
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
町
民
の
皆
様
に
よ
る
社
会
福

祉
協
議
会
活
動
、
善
意
銀
行
活
動
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

却

、

慢

性

畑

お

寒
風
つ
い
て
舞
い
上
が
る

一
、
用
例
学
期
間
国
語
辞
典
目
的
情

(
六
万
三
千
円
相
当
)

は
ぜ
つ
こ
う
の
風
が

ふ
く
日
和
り
、
子
供

達
の
爪
は
大
空
高
く

舞
い
上
り
、
寒
さ
を

わ
す
れ
て
楽
し
い
一

日
を
す
ご
し
ま
し

た。
審
査
の
結
果
、
次

の
方
々
が
入
賞
し
ま

し
た
。

小
学
校
低
学
年
の
部

優
勝
鈴
木
隆
雄
(
坂
本
小
2
年
)

準
優
勝
鈴
木
邦
雄
(
噴
出
判
一
小
3
年
)

第
3
位
大
鳥
誠
司
(
仲
町
小
1
年
)

第
4
佼
秋
山
真
己
(
大
震
小
1
年
)

第
5
位
出
沢
華
奈
子
(
稲
荷
一
小
l
年
)

小
学
校
高
学
年
の
部

優
勝
井
上
典
子
(
大
賞
小
6
年
)

準
優
勝
関
根
利
幸
(
大
賞
小
6
年
)

第
3
位
吉
沢
官
庁
樹
(
磯
浜
小
5
年
)

町
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
に
、

昭
和
印
年
日
月
以
降
次
の
寄
階
が
ょ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

寄
附
を
よ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
々
の

「
ま
ご
こ
ろ
」
と
寄
耐
の
ご
趣
旨
を
生

か
し
、
社
会
福
祉
の
向
上
の
た
め
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

O

一
金
二
万
八
百
七
十
八
円
也

水
戸
市
住
吉
町
一
五
O

|
三

ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社
殿

o
一
金
一

O
万
円
也

稲
敷
郡
東
村
大
字
阿
波
崎

黒

田

成

之

殿

o
一
金
六
万
四
千
百
四
十
円
也

大
洗
町
磯
浜
町
六
八
八
一
番
地

大
洗
町
商
工
会
青
年
部
殿

o
一
金
六
万
七
千
八
百
十
六
円
也

大
洗
町
磯
浜
町
九
五
三
番
地

大
洗
青
年
会
議
所
殿

黒
岡
成
之
殿
よ
り
の
寄
附
は
、
亡
黒

厳
し
い
寒
さ
の
中
で
自
然
に
殺
し
み

な
が
ら
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
ろ
、
っ

と
、
第
二
回
大
洗
凧
上
げ
大
会
が
去

る
1
月
初
日
大
洗
サ
ン
ビ

l
チ
に
お
い

て
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

競
技
は
、
小
学
生
低
学
年
、
小
学
生

高
学
年
、
中
学
生
、
一
般
、
闇
体
の
4

部
門
に
分
け
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

袖
だ
こ
・
ダ
イ
ヤ
だ
こ
・
連
だ
こ
等

工
夫
を
こ
ら
し
た
自
慢
の
手
づ
く
り
凧

を
手
に
大
人
か
ら
子
供
ま
で
糊
人
の

参
加
者
が
会
場
せ
ま
し
と
走
り
ま
わ

り
、
賑
わ
っ
た
雰
囲
気
で
盛
り
上
っ
て

い
ま
し
た
。

売
す
、
審
査
員
の
先
生
方
に
よ
る
、

絵
柄
、
作
り
方
に
つ
い
て
の
地
上
審
査

が
あ
り
、
そ
の
あ
と
一
斉
に
た
こ
上
げ

を
開
始
し
、
高
揚
・
安
定
度
等
の
審
査

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

快
晴
で
天
気
に
恵
ま
れ
、
凧
上
げ
に

， 
a 

昭
和
泊
年
度
磯
小
卒
業
生
一

竹
友
会
会
長
会
沢
雅
美
殿

溜る

国
民
年
金
の
保
険
料
は

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

磯
浜
小
学
校
閤
警
と
し
て
町
に

寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

量

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
所
得
税

の
申
告
の
場
合
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

町
県
民
税
の
申
告
を
す
る
と
き
は
、

「
社
会
保
険
料
控
除
」
と
し
て
所
得

か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

あ
な
た
が
納
め
た
国
民
年
金
の
保

険
料
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
配
偶
者

や
家
族
の
分
の
保
検
料
を
あ
な
た
が

支
払
っ
た
場
合
に
も
、
昭
和
六
十
年

一
日
け
か
ら
十
二
月
ま
で
に
支
払
っ
た

国
民
年
金
の
保
険
料
が
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

申
告
を
さ
れ
る
と
き
は
、
領
収
書

等
を
提
示
し
て
所
得
か
ら
控
除
し
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

一
、
雑
布
二
百
二
拾
枚

大
洗
町
高
年
者
ク
ラ
ブ

明
寿
会
会
長
高
橋
兼
吉
殿

磯
浜
小
学
校
清
掃
用
と
し
て
寄

附
さ
れ
ま
し
た
。

へ
川
又
大
融
制
(
磯
浜
小
6
年
)

第
4
位
一

A

i

f

林
洋
一
(
磯
浜
小
6
年
)

ヘ
飛
回
大
介
(
磯
浜
小
6
年
)

第
5
位
一
↑

F

大
川
徹
(
磯
浜
小
6
年
)

中
学
生
の
部

優

勝

藤

田

医

(

多

賀

中

2
年
)

準
優
勝
野
口
博
志
(
大
洗
南
中
1
年
)

第
3
位
小
林
俊
輔
(
大
洗
南
中
1
年
)

第
4
位
板
橋
磨
弥
(
大
洗
堕
中
喝

PEa-

牛
)

第
5
位
曽
根
博
美
(
大
洗
南
中
1
年
)

一
般
・
団
体
の
部

優
勝
大
蔵
京
子
(
目
立
+
巾
)

準
優
勝
藤
沼
勝
次
(
大
洗
町
)

第
3
位
新
井
輝
雄
(
那
珂
湊
市
)

特
別
賞
栗
田
産
業
(
旭
村
)

昭和61年3F.11日

質~
予行各

年
金
加
入
で

老
後
に
は

安
心
家
庭



成
績
は
次
の
通
り
で
す

0

0
小
学
女
子
4
年
の
部

-
位
田
山
恵
美
子

8
分
間
四
秒
(
大
賞
小
)

2
位

関

根

雪

子

9
分
9
秒
(
大
賞
小
)

3
位
岡
部
田
雅
子

9
分
口
秒
(
大
賞
小
)

O

小
学
女
子
5
年
の
部

-

位

宮

本

順

子

8
分
幻
秒
(
磯
浜
小
)

2
位

大

川

陽

子

8
分
お
秒
(
磯
浜
小
)

3
位
加
部
東
真
紀

8
分
お
秒
(
磯
浜
小
)

O
小
学
女
子
6
年
の
部

-
位
杉
山
千
麻

8
分
幻
秒
(
夏
海
小
)

2
位

吉

田

徴

子

8
分
初
秒
(
磯
浜
小
)

3
位
深
作
智
美

8
分
間
叫
秒
(
夏
、
海
小
)

O
小
学
男
子
4
年
の
部

ー

位

赤

津

勲

7
分間
ω
秒
(
磯
浜
小
)

2
位
和
地
康
哲

8
分
3
秒
(
夏
海
小
)

3
位

佐

藤

健

一

8
分
5
秒
(
磯
浜
小
)

O
小
学
男
子
5
年
の
部

-
佼
念
持
克
幸

7
分
間
山
秒
(
祝
町
小
)

2
佼
花
水
晃
一
郎

7
分
間
叫
秒
(
磯
浜
小
)

3
佼
沼
野
正
洋

7
分
犯
秒
(
大
震
小
)

O

小
学
努
子
6
年
の
部

-
位
加
部
東
祥
浩

7
分
お
秒
(
磯
浜
小
)

2
佼
大
蔵
勇
人

7
分
幻
秒
(
祝
町
小
)

3
伎
桜
井
知
明

。
中
学
女
子
の
部

-

位

桜

井

典

代

7
分
回
秒
(
一
中
)

2
位
田
口
み
ど
り

8
分
日
秒
(
一
中
)

3
位

千

原

夕

佳

8
分
日
比
秒
(
南
中
)

@
中
学
男
子
の
部

-

位

問

中

清

史

9
分
切
秒
二
中
)

2
位
今
関
雅
好
日
分
間
口
秒
(
一
中
)

3
位
関
根
悟
日
分
お
秒
(
南
中
)

O
高
校
・
一
般
女
子
の
部

1
位

柴

田

由

起

日

分
2
秒
(
大
洗
高
)

2
位

早

坂

栄

子

ロ

分
7
秒
二
般
)

3
位
永
堀
浩
美
日
分
日
秒
(
大
洗
高
)

O
高
校
男
子
の
部

-
位
伊
橋
克
美
日
分
ぬ
秒
(
大
洗
高
)

2
位
小
沼
正
美
日
分
幻
秒
(
水
戸
工
)

3
佼
小
野
瀬
好
文
時
分
位
秒
(
大
洗
高
)

O
一
一
般
の
部

-
位
川
崎
義
行
日
分
間
凶
秒

2
位
植
木
亨
刀
分
間
判
秒

3
伎

関

口

恵

次

泊

分
5
秒

。
壮
年
の
部

-

佼

永

堀

浩

2
佼
瀬
崎
勝
二

3
位
松
葉
進
一

7
分
必
秒
(
磯
浜
小
)

第

4
阻
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

海
開
臓
を
つ
い

健

脚

一臨捕鯨一福祉だ

昭和61年3月 1日

ライオンス、クラブ

大j克交{七七ンタ同前工広場iこ

大挽時民憲章騨を建立

をで

五
十
九
年
度
老
人
一
極
療
費

一
人
当
ワ
年
間
四
十
一
万
三
千
円

五
十
九
年
度
、
七
O
歳
以
上
(
ね
千
万
円
程
支
払
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
お

た
き
り
老
人
は
六
五
歳
以
上
、
身
障
年
寄
り
一
人
当
り
に
な
お
し
て
み
る
と
年

手
帳
一
級
二
級
障
害
年
金
一
級
の
方
)
開
で
四
十
一
万
一
一
一
千
円
程
に
な
り
ま
す
。

の
お
年
寄
り
一
六
四
六
名
が
老
人
保
五
十
八
年
度
と
く
ら
べ
る
と
、
九
%
医

健
制
度
の
老
人
医
療
費
給
付
の
対
象
療
費
が
ふ
え
ま
し
た
。
六
十
年
度
も
医

と
な
り
ま
し
た
。
お
年
寄
り
ご
自
身
療
費
は
急
増
の
傾
向
に
あ
っ
て
、
一
人

は
、
お
医
者
き
ん
の
窓
口
へ
、
外
来
当
り
四
十
六
万
六
千
円
と
見
込
ま
れ
て

の
場
合
一
ヵ
月
四
百
円
、
入
院
の
場
お
り
、
五
十
九
年
度
と
く
ら
べ
る
と

合
一
旦
ニ
百
円
(
但
し
二
ヵ
月
間
だ
一
一
一
一
%
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
老
人
医

け
)
支
払
い
、
あ
と
の
医
療
費
の
残
療
費
は
一
般
の
人
の
毘
療
費
よ
り
4
倍

額
に
つ
い
て
は
老
人
保
健
会
計
よ
り
以
上
も
か
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

お
医
者
さ
ん
に
支
払
わ
れ
て
い
ま
ふ
9
1

お
年
寄
り
の
病
気
は
循
環
器
系
疾
患
が

た
と
え
ば
、
一
ヵ
月
外
来
で
医
療
費
多
い
こ
と
と
、
病
気
が
複
雑
で
治
療
や

が
五
万
円
か
か
っ
た
と
す
る
と
、
お
入
院
の
日
数
が
長
く
か
か
る
こ
と
が
疾
一

年
寄
り
が
窓
口
へ
支
払
う
の
は
四
百
療
費
の
高
く
な
る
原
因
と
み
ら
れ
て
お

円
で
、
あ
と
の
残
額
四
万
九
千
六
百
り
ま
す
が
、
お
年
寄
り
の
健
康
は
周
囲

円
は
老
人
保
健
よ
り
お
産
者
さ
ん
に
の
人
た
ち
の
協
力
が
あ
っ
て
保
持
さ
れ

支
払
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
る
も
の
で
す
。
家
族
み
ん
な
が
暖
か
い

そ
の
支
払
額
は
ど
の
位
に
な
る
で
し
心
で
い
た
わ
り
を
も
っ
て
接
し
て
あ
げ

ょ
う
か
。
五
十
九
年
度
で
は
六
億
八
ま
し
ょ
う
。

立立
腕

フ

下
よ
り
サ
ン
ビ
!
チ
ま
で
の
折
り
返
し

コ
i
ス
で
行
な
わ
れ
、
寒
風
の
中
、
日

頃
鍛
え
た
健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
哀
感
来
高
校
の
選
手
9
名
が
オ
ー

プ
ン
参
加
し
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

マ
ラ
ソ
ン
を
通
し
て
、
青
少
年
の
健

康
増
進
と
強
罰
な
精
神
力
を
培
い
、
併

せ
て
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を

困
ろ
う
と
、
去
る
2
月
2
臼
の
日
曜
日

に
、
第
4
囲
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
大

洗
町
体
育
協
会
の
主
催
に
よ
り
媛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
9
時
、
大
洗
文
化
セ
ン
タ

i
前

に
出
場
選
手
間
名
が
集
合
し
て
開
会
式

が
行
な
わ
れ
、
竹
内
町
長
よ
り
激
励
の

挨
拶
が
あ
り
、
9
時
却
分
、
小
学
女
子

橋
正
美
さ
ん
(
磯
浜
小
学
校
4
年
)
の
両
の
部
2
J
が
号
砲
と
と
も
に
ス
タ
ー
ト
し

名
に
よ
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
競
技
に
移
り
ま
し
た
。
次
い
で
小
学
努

そ
の
後
参
加
者
全
員
に
よ
る
町
民
憲
子
の
部
2

J
、
中
学
女
子
の
部
2

J
、

章
の
朗
読
、
神
事
、
感
謝
状
贈
呈
、
竹
中
学
男
子
の
部
3
キ
ロ
、
高
校
女
子
・
一

内
町
長
の
あ
い
さ
つ
、
小
幡
五
朗
県
議
・
般
女
子
の
部
3

J
、
高
校
男
子
・
一
般
・

菅
原
弥
町
議
会
議
長
の
来
賓
祝
辞
等
滞
壮
年
の
部
5
キ
ロ
が
順
次
ス
タ
ー
ト
し
、

り
な
く
式
典
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
本
年
よ
り
、
コ

i
ス
が
文
化
セ
ン
タ
ー

こ
の
憲
章
碑
は
み
か
げ
自
然
石
で
、

官向き

M
メ
ー
ト
ル
、
横
巾
口
メ
ー
ト

ル
、
章
一
さ
ロ
ト
ン
の
り
っ
ぱ
な
も
の

で
す
。こ

れ
か
ら
は
釘
民
の
皆
さ
ん
に
町
の

シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
と
し
て
親
し
ま
れ
る

こ
と
で
し
ょ
、
っ
。

去
る
2
月
日
日
火
曜
日
、
大
洗
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
(
川
崎
実
会
長
)
で
は
、

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
前
広
場
で
大
洗
町

民
憲
章
碑
除
幕
式
を
大
勢
の
来
賓
を
迎

え
盛
大
に
行
な
い
ま
し
た
。

大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
設
立

却
周
年
を
記
念
し
て
、
大
洗
町
民
憲
章

が
制
定
さ
れ
た
こ
の
機
会
に
憲
章
碑
を

建
立
し
町
に
寄
贈
し
た
も
の
で
、
当
日

は
厳
し
い
寒
さ
の
中
午
前
日
時
よ
り
式

典
が
始
め
ら
れ
、
除
幕
は
町
民
憲
章
と

問
時
に
制
定
さ
れ
た
、
町
の
花
・
木
・

鳥
の
う
ち
木
(
ま
つ
)
の
部
に
入
賞
し
た

長
我
部
充
君
(
磯
浜
小
学
校
3
年
)
、
菜

い

8
ユ
ゲ

θ
少

1
2う
3
干

9
子
O
少

1
iノ
1
干

Q
d
T
Q
d
'
p
 

'
i
r
Aノ
内
4
4小ト

ら

五
十
九
年
度
福
祉
医
療
費

一
人
当
り
年
間
十
七
万
七
千
円

福
祉
医
療
で
は

O
歳
児
、
母
子
家
り
本
人
が
医
療
機
関
の
窓
口
へ
支
払
う

庭
の
母
子
、
重
度
心
身
障
害
者
、
高
一
ヵ
月
間
O
O円
等
を
医
療
福
祉
の
方

齢
重
度
の
受
給
者
の
方
々
八
二
六
名
で
負
強
し
て
お
り
ま
す
。
例
え
ば
高
齢

が
福
祉
医
療
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
重
度
の
方
が
外
来
で
一
ヵ
月
お
医
者
き

し
た
。
該
当
者
本
人
は
、
お
医
者
き
ん
に
か
か
っ
た
医
療
費
が
仮
に
五
万
円

ん
の
窓
口
へ
は
一
円
も
支
払
い
ま
せ
と
す
る
と
、
一
ヵ
月
四
百
円
の
自
己
負
担

ん
が
、
福
祉
医
療
と
健
康
保
険
で
、
分
を
福
祉
医
療
で
負
担
し
、
残
り
の
残

お
医
者
さ
ん
へ
支
払
っ
て
い
ま
す
。
額
四
万
九
千
六
百
円
を
老
人
保
健
で
負

五
十
九
年
度
は
福
祉
医
療
の
支
払
総
担
し
ま
す
か
ら
高
齢
重
度
の
方
は
す
べ

額
は
一
億
五
千
万
円
程
と
な
り
ま
し
て
医
療
費
は
無
料
と
な
り
ま
す
。
該
当

た
。
こ
れ
を
一
人
当
り
に
な
お
し
て
み
さ
れ
る
方
は
住
民
課
国
保
係
へ
、
身
樟

る
と
、
年
間
で
十
七
万
七
千
円
か
か
手
帳
、
障
害
年
金
手
帳
、
老
人
健
康
手
帳
、

り
ま
し
た
が
、
五
十
八
年
度
と
く
ら
べ
印
か
ん
持
参
の
上
手
続
き
し
て
下
さ
い
。

る
と
六
%
程
減
と
な
り
ま
し
た
。

福
祉
医
療
の
方
で
は
、
重
症
患

者
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。
健
康
は
自
分
で
つ
く
る

も
の
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
健

康
管
理
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う

0

0
高
齢
重
度
該
当
者
と
は
、
老

人
保
健
に
該
当
さ
れ
て
い
る
六

五
歳
以
上
の
重
度
心
身
障
害
者

(
身
一
騎
手
帳
一
級
ニ
級
障
害
年

金
一
級
)
の
方
々
で
、
お
年
寄

あ

グランドピ究/を

寄贈

β 

なつかしの母校

二
月
十
三
日
、
常
銀
大
洗
支
底
会
議

室
で
大
洗
ロ

i
タ
リ

l
ク
ラ
ブ
例
会

(
会
長
・
雨
沢
久
夫
氏
、
会
員
五
十
一
名
)

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
席
上
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

奉
仕
活
動
の
一
環
と
し
て
、
地
域
社
会

の
教
育
文
化
の
発
展
を
願
い
、
大
洗
中

央
公
民
館
国
書
室
へ
下
記
の
図
書
贈
呈

目
録
が
田
口
町
教
育
長
に
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

お

大賞小に

コレ

「
理
科
の
自
由
研
究
ヒ
ン
ト
集
」

外
百
二
十
五
冊

(
相
当
金
額
一

O
九
千
円
)

※
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、
社
会

奉
仕
部
会
の
活
動
と
し
て
毎
年
多
く

の
貴
重
な
図
書
の
婚
呈
が
あ
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お

を
つ
き
と
め
た
い
と
き
は
、
粘
模
誘

発
試
験
を
し
て
も
ら
う
と
は
っ
き
り

し
ま
す
。

予
防
と
し
て
は
外
出
を
し
な
い
こ

と
、
室
内
に
て
も
窓
や
戸
を
閉
め
て

エ
ア
コ
ン
を
使
う
く
ら
い
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
な
か
な
か
そ
つ
も

い
き
ま
せ
ん
が
、
現
在
は
良
い
薬
も

あ
り
ま
す
の
で
使
用
す
る
こ
と
を
す

す
め
ま
す
。

〔
大
洗
医
師
会
・
提
供
〕

j司

一
一
日
、
大
貫
町
三

O
九
番
地
・

鈴
木
美
代
吉
氏
、
同
町
七

O
O番
地
・

川
上
勝
一
氏
(
欠
席
、
同
町
六
四
番
地
・

田
山
勇
之
助
氏
)
が
、
竹
内
町
長
を
訪

れ
、
大
賞
小
学
校
に
、
私
共
の
母
校
に

対
す
る
忍
い
出
の
記
念
と
し
て
、
右
一
二

名
の
方
よ
り
、
「
ヤ
マ
ハ
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア

ノ
G
3
A
」
購
入
費
六
十
六
万
円
を
寄

附
さ
れ
ま
し
た
。

間
ピ
ア
ノ
は
、
三
月
上
旬
に
入
る
こ

と
と
な
り
、
全
校
児
童
で
感
謝
の
お
礼

を
し
た
あ
と
一
二
階
の
音
楽
室
に
置
か
れ

毎
日
の
授
業
に
美
し
い
音
を
奏
で
ま
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

粉

症

花
今
年
も
ま
た
花
粉
症
の
季
節
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。
鼻
が
つ
ま
る
、
鼻

水
が
で
る
、
ク
シ
ヤ
ミ
¥
自
が
か
ゆ

い
、
一
仮
が
出
る
、
ノ
ド
が
か
ゆ
い
、

鼻
の
樹
党
が
か
ゆ
い
:
:
:
等
の
症
状
が

出
ま
す
。
草
木
の
花
粉
に
よ
っ
て
起

こ
る
も
の
を
花
粉
症
と
い
い
、
春
は

ス
ギ
・
マ
ツ
に
よ
る
も
の
が
大
部
分

で
す
。花

粉
は
非
常
に
軽
い
も
の
で
す
か

ら
、
周
囲
に
こ
れ
ら
の
草
木
が
な
く

て
も
、
風
に
の
っ
て
遠
一
く
か
ら
飛
散

し
ま
す
の
で
、
晴
天
で
、
乾
燥
し

た
、
風
の
強
い
日
は
急
激
に
増
加

し
、
不
快
な
症
状
が
出
ま
す
。
原
因

盤
機
鑑
み
が
曹
の

鶴
舞
膿
播
導
還
特
韓
両
つ

祝
町
@
夏
海
各
小
学
校

七

O
議
(
寝
た
き
り
の
人
は
六
五
歳
〉
巴
達
す
る
と
老
人

保
健
に
よ
っ
て
、
窓
療
を
う
け
る
こ
と
に
怠
り
ま
す
。

偲
し
誕
生
臼
の
翌
月
か
ら
銭
当
と

な
り
ま
す
。

去
る
1
月
引
抗
日
樹
、
昭
和

ω年
度
学

校
歯
科
保
健
推
進
事
業
が
祝
町
小
学
校

(
児
童
山
人
)
・
夏
海
小
学
校
(
児
童
閑

人
)
を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
県
教
脊
委
員
会
が
茨
城

県
歯
科
医
師
会
の
協
力
を
得
て
、
永
久

歯
の
生
え
か
わ
る
時
期
に
あ
る
小
学
校

の
児
童
に
対
し
て
、
む
し
歯
及
ぴ
歯
周

疾
患
の
予
防
と
治
療
の
徹
底
を
図
る
た

め
、
歯
み
が
き
の
実
技
指
導
を
中
心
に

学
校
歯
科
保
健
を
推
進
し
よ
う
と
、
昭

和

ω年
度
か
ら
昭
和
臼
年
度
ま
で
の
3

ヵ
年
計
画
で
県
内
市
町
村
立
の
全
小
学

校
を
対
象
に
行
な
わ
れ
る
も
の
で
す
。

当
日
は
午
前
中
祝
軒
小
学
校
、
午
後

夏
海
小
学
校
で
実
施
さ
れ
、
子
供
達
は

普
段
家
庭
で
使
用
し
て
い
る
歯
ブ
ラ
シ
・

コ
ッ
プ
・
タ
オ
ル
・
手
鏡
等
を
持
参
し

歯
科
衛
生
士
の
講
師
に
よ
り
、
歯
の
働

き
・
ム
シ
歯
の
原
因
と
予
防
・
歯
の
磨

き
方
等
を
や
さ
し
い
絵
や
模
型
を
使
い

わ
か
り
や
す
く
指
導
さ
れ
、
楽
し
み
な

が
ら
も
真
剣
に
議
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
等

を
行
な
い
ま
し
た
。

(3)第171号



第171号 (4)弘首らあおお昭和61年3f3 1日

4 4 4 3 3 3 月

司11WII 午 午 (水/)9 (ljd/ 8 闘/3 肘/20 {村/I2 侭/)10 
/ {呆臼

練対象 練 0 後 000前 機J {建
場 4 の 4 3 3の 時生

破事百 宇し 骨量 母
事 セ所月部司11月月月部能 査診

傷テア 日 歳 査診1 WII 5 22 11訓臣 風咳 児 子

JンF 者燈害大日練 8 日認練後借
談相及び
一 児 及 業

洗(尽~~~日
穐子楼事方

健
健

談相び
相

町 さ ( さ さ き : : ~JII 
診 E会 談

名

で 保 ( 午 午 練

機能 健専後 前」 成
生後

生 生

1家5Y5量工生後£z7z生5後7 

成 ( 母
セ r~ 13 0 0 0 9 人 後後 人 害性 よ

復言回1ン 療法 時 4 3 3  持 病患
24 6 2 

病患
に 及

対
タ i月月月 i カ カカ 一年年 よぴ

i土 午 825 15 Lf 老 月 月月 回123 者
ユ蔓す 手幼児L 

」一一一ー

練 F米f後日日日前
及 1 1 月月 及

を 15--.-: --.-: --.-: 11 び 48 7 3 も311 u' 
象Fλ .. 

必 )時)火)火)土 時 カ カカ It 自日
要~ ~ 骨量 月 月月 てまよ 書生

{主 17) 。〉 σ〕 いでり {主
と 民 者 者者 E毛
す o0 な 名

る 3 3 
し、

すま

者 月月
者

29 18 
B B 13 13 13 13 13 9 

受
14時 14a寺 14持 14s寺 14時 11ft寺

土火 時 15時 15H寺15時 15時 15待。。 f時寸
15分 15分 15分 15分 15分 30分
分 分 分 分 分 分

間

購入震警護覇軍醤{醒@瀦@聾}
受付期間 3 月 3 日(月)~4 月 12 日(封

{採用予定数] 2等隆士 約140名、 2等海士約70名、 2等空士約60名

{応募資格] 採用月(陸6月、海 8月、さま 7月)の 1日現在、 18歳以上

25歳未満の女子

試験日 4月218伺)

試験縁日 o筆記試験(国語、数学、社会及び作文)

0口述試験 o身体検査 o適性検交

採用の 日をもっ て 2等縫・海・空士に任命され、身分は

特別車韓国家公務員となります。給与は、防衛庁職員給

与法で支給(初任給月額107，400円)されます。ボーナ

スは、年間 3回 f3月0.5ヵ月分、 6月1.9ヵ月分、12月

2.5ヵ月分、合計4.9ヵ月分」支給されます。

その他、食事・宿舎費は無料、被服・寝具等は支給又は

貸与されます。

6月2日(月)

陸 6 月下旬、海 8 月中旬、~: 7月上旬

各都道府県(北海道は、札幌・函館・旭川・帯広の各市)に

所在する自衛隊地方連絡部へ

水戸募集案内所 T E L 0292 (26) 9294 

験]

{合格者の発表1
1入隊予定日]

{問い合せ先]

遇}

[試

i待

大
瀧
舘
bv
シ
鵡
砂
靭
V
1
0鶴
居

ー
ー
世
界
記
は
、
は
だ
く
茨
城
の
港
|
|

茨
城
の
港
の
シ
ン
ボ
ル
マ
j
ク
作
品
募
集
を
行
な
っ
た
結
果
、

多
数
の
応
募
作
品
の
中
よ
り
左
記
が
大
洗
港
の
シ
ン
ボ
ル
マ

i
ク

に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

O
デ
ザ
イ
ン
考
案
者

那
珂
町
菅
谷
ニ
六
九
五

鈴

木

勝

美

殿

波の花叡る大洗とうたわれる大洗

の 荒 波 と 、 そ の 波 を 乗 り 趨 え て 大 洗

と北海道を絡んでいるフェリーを総

合わせ、近代的な流通ターミナルと

しての大洗港を表わしています。

卒
業
式
@
入
学
式
の

お
知
も

町
立
の
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校

の
卒
業
式
、
入
学
式
の
予
定
は
次
の
と

お
り
で
す
。
ご
父
兄
、
・
関
係
者
の
ご
臨

席
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

幼
稚
園

小
学
校

中
学
校

卒
業
式

一
一
一
月
二
十
日

三
月
十
九
日

一
一
一
月
十
八
日

入
学
式

四
月
十
日

四
月
八
日

西
月
九
臼

ま
た
、
一
一
一
十
四
日
は
終

7
式、

四
月
七
日
が
始
業
式
で
す
勺
こ
の
期
間
、

子
供
達
は
休
み
と
な
り
生
徒
達
は
開
放

的
に
な
り
が
ち
で
す
。
交
通
事
故
、
外

出
時
間
な
ど
、
ご
父
兄
側
か
ら
も
ご
指

導
願
い
ま
す
。

分持事予定警護
関{議場所 l 催 事 内

ホール I;茨城祭婦人会館研修大会

ホー/レ I~お苦産学アピ心者忠主主しり"詰ごみ説?
ホ ル i人見歌言岳教室発表会

大会議室[大洗町が戦没者の慰霊祭を僕す

大会議案 i 自動車運転免許所有者で更新のための講習会

大会議案 i講習会

ホーし ピ1/教室発表会

大会議室 n孔山流詩吟昇級審査会

'*' 全~

大洗文化センタ -3
催 著襲 名

研 修大会

ぬ い ぐ る み 人 形 劇

歌謡教室発表会及びカラオケ大会

大洗町戦没者慰霊祭

運転免許証更新時講習会

一 級 小 型 船 舶 講 習 会

ピアノ発表会

春 季 昇 級 審 査 会

開始時間

9 : OO~ 

l 部品 10:00-
2部 14:00-

10 : OO~ 

準 備
8 : 30~ 

9 : OO~ 

13 : OO~ 

9 : OO~ 

9 : OO~ 

喜吉 催 S 

3月6日(木)

3月8日(土)

3月9日(日)

3月 20日(フド)

三fl2呈旦i主i
3月26日(水)

3月初日(土)

3月308(8) 

3月308(日)

「
み
ん
な
揃
っ
て
明
る
い
お
正
月
を

迎
え
ま
し
ょ
う
」
と
、
毎
年
実
施
し
て

お
り
ま
す
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
は
町

民
の
皆
様
や
各
種
団
体
の
皆
様
方
の
暖

か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
大
き

な
笑
績
を
残
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年

も
総
額
二
、
ニ
六
一
、
九
五
三
円
の
多
額

の
義
摘
金
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

義
指
金
は
、
保
育
所
の
児
震
の
み
な
さ

ん
や
学
校
の
生
徒
の
み
な
さ
ん
、
職
場

の
み
な
さ
ん
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た

一
円
玉
等
の
募
金
活
動
に
よ
り
あ
つ
め

ら
れ
た
も
の
、
各
業
種
の
総
合
等
よ
り

寄
せ
ら
れ
た
も
の
、
毎
年
こ
の
時
期
に

事
務
局
に
お
印
刷
け
下
さ
る
団
体
や
個
人

の
方
々
に
よ
っ
て
寄
せ
ら
れ
た
も
の
で

心暖る義損金

諸事実挙結，曾53

あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
尊
い
義
損
金
は
阜
速
、
町

内
の
生
活
困
窮
世
帯
、
母
子
・
老
人
等

の
囲
窮
世
帯
、
在
宅
身
心
障
害
児
者
に

は
民
生
委
員
を
通
じ
、
ま
た
、
老
人
ホ

ー
ム
、
障
害
児
者
施
設
、
児
童
養
護
施

設
入
所
者
に
対
し
て
は
郵
送
に
で
配
分

致
し
ま
し
た
。
配
分
を
受
け
ら
れ
た
人

々
よ
り
は
皆
様
方
の
善
意
に
深
く
感
謝

さ
れ
て
い
る
様
子
が
伝
え
ら
れ
て
き
て

お
り
ま
す
。

こ
の
運
動
に
ご
協
力
頂
い
た
皆
様
方

に
は
別
途
報
告
書
に
よ
り
配
分
完
了
の

ご
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
尚
い
っ
そ
う
の
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

金 額 田I名 寄付者(代表者名) 金 額 間7名 寄付者(代表者名) 金額 町名 寄付者(代表者名)

5，000 明10区 ノj、沼吉夫 18，241 大洗フjく産力ロヨ二組1~合去背を壮升U年11長部宜主こ 30，000 与左ヱ門商j否関藤間郎

100，000 (合資会社)大進代表 ij~EE三男凶 10，000 飯田薫 26，138 磯j兵世帯人会

10，000 オ7に 厨E丁E ij~ 罰三男閉 20，000 大i先たばこ小代売表人荻組合沼正主太郎 30，000 銅山本環境開発山本文夫

8，400 7 エリー通り商全1苫長街桜井一也 10，000 菊干 BIT 茂木清文 5，000 恵泉保育関職員一i可5グ)1 
5，000 永4区 前島友三 10，000 海友会代表小沼昇 10，000 恵泉保育園f丑の会

10，000 大洗製ノマン協代同表組合小沼太一自己 10，000 大扇会代表オ回一郊 20，000 恵泉保育問長重賞静枝

10，000 大洗菓子工業組合代表井川守 10，000 大洗わんき会代表回~暗記成 10，000 大賞恵泉教会

10，000 j品i朝会代表古川幸次郎外17名 63，000 大洗米穀商組合代表楊勝呂 19，446 年長処大森代表大森喜亀

10，000 明iE会代表関根平吉 47，909 明寿会代表高橋兼吉 83名 8，414 釘立夏海小学校

30，000 大洗町商工会婦人部 10，000 明 神 高橋兼吉 10，000 大洗常澄カス協代i司表組合
8グ)1 間沢久夫

10，000 岩城印刷所 43，000 マミ -1霞i原 61，475 動力炉核燃料開発事業団

10，000 明 1区 古川賢一郎 23，540 倫理研究所大洗地区会員一向 20，000 大洗i告気館代表鶴田勝明

10，000 東光台 清野寿子 10，000 高崎誠寿 30，260 大洗町音楽協会

10，000 二-一陵会代表大賞美喜男 10，000 fZ中 有区吉 減井恭子 13，251 ][1毎婦人会代表団口その江

10，000 坂本文具}苫坂本信 10，000 茨交大洗ホテル 50，000 
大f先ロ タリークラブ

代表雨沢久夫

10，000 大洗書道クラブ代表小沼子仙 10，000 日月 2 区 石山11妻 17，011 明石保育溺児一向

120，000 西光続檀徒一同 30，000 乾会代表関根{聖和 10，000 朝子 隠7 明石保育濁長明石ウタ5グ)1 
10，000 大洗町選挙管理委員会 2，324 東光台 水島委 50，000 大洗7 ラワースタンプf会E伊

代表田山三郎

20，000 備)?Iレハ7 水産代表海野繁夫 10，000 ひじり保育園父母の会 13，850 銀gg美容量三

24，984 埜5邑 釜区 佐久間辰男 10，000 ひじり保管圏職員一向 38，348 磯浜小学校児童会

10，000 大洗町身体障害代者表福和祉協問敏会雄 20，000 大洗町統計務変異協議会 12，500 大洗第一中学校生徒会

5，000 大洗くらしの会 5，159 大貴婦人会代表高野みね 32，706 常陽銀行大洗支庖

50，000 親交納税見守護代組表合 1，194 大洗町役場税務課 30，000 東宏会代表鴨川一成小野瀬一士

50，000 大洗町飲食庖組合代表関根喜八郎 3，000 神山券会代表井上幸夫 10，000 東光台 1111芙清徳

10，000 量 孟 釜 原因椅 81，821 8本原子力研究所大職洗研員一究所同 15，000 大洗南中生徒会10グ)2

10，000 サンワ電器従業員一同 50，000 大洗サービス会代表高木一部 3，000 東光台 111俣清

10，000 チミt先腐丁等生全世薬王斉代IJ~市表壬詮 5，000 一一寸一目、ノ 7 トオ代て…ー表ノレ石惇司会田子壬和誉男 40，000 動燃労大洗支部青婦人部関昭一郎
5，516 大洗町母子会つ(しの会代表ノj、地トン子 70，000 大洗親交クラブ 1，300 大洗町役場総務課一i可

10，000 一 五 会 代 表 桧 山 芳 和 100，000 大洗遊技場組合代表本悶幸敬 13，158 町立第一保育所

5，000 みとや洋品底 23，787 町立大震小学校 20，000 大洗丸鮮組合代表木村義一

30，000 大洗町青少年相談員連絡協議会 10，000 大洗薬業会代表関昭一郎 42，840 大洗ゴルフ倶楽部

36，000 大洗町民生委員協議会 10，000 東町商l吉会代表本多保雄 10，000 '71レアイ洋品J1i代表桧山栄次郎

10，000 ヰヒ清水 1区町内tt会君を関キ良d暗主主こ 5，000 一友会代表本多保雄 381 大洗町役場住民課一同

10，000 寺9 釜区 小沼清治 20，000 滝口保育鴎父母の会

50，000 大洗ライオンズクラブ 20，000 滝口保育喜菌長滝口立子

20，000 大洗ライオネスクラブ 10，000 ひかりカメラ}苫中山光明 合計 1051'牛 2，261，953円


